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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一面に第１光出射面が具現され、前記一面に対向する他面に第２光出射面が具現される
光ガイド部材と、 　
　前記光ガイド部材の内部に埋め込まれ、前記光ガイド部材の前記第１光出射面及び前記
第２光出射面の外縁に配置される発光モジュールと、 　
　前記発光モジュール内の発光素子を実装し、前記光ガイド部材の下部に配置される光透
過性印刷回路基板と、 　
　前記光透過性印刷回路基板の下部に配置され、前記光ガイド部材の前記第２光出射面を
通して出る出射光の拡散度を高める第１光学部材と、 　
　前記光透過性印刷回路基板と前記第１光学部材の間に配置される光拡散パターンと、　
　前記光ガイド部材の前記第１光出射面及び前記第２光出射面の外縁に配置され、前記発
光素子の上部に対応する光反射部とを含み、
　前記光ガイド部材の一面方向と前記他面方向に発光する照明装置。
【請求項２】
　前記光透過性印刷回路基板は、前記光ガイド部材の前記第２光出射面と接し、一表面に
導電パターン層を含む、請求項１に記載の照明装置。
【請求項３】
　前記光透過性印刷回路基板は、光透過率が８０％以上である、請求項２に記載の照明装
置。 　　
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【請求項４】
　前記照明装置は、前記光ガイド部材の外縁部と前記光透過性印刷回路基板の外縁部とを
内側に収容して支持するベゼル部を含む、請求項２に記載の照明装置。
【請求項５】
　前記ベゼル部は、前記光反射部を含み、前記光反射部は前記光ガイド部材の中心部方向
に突出する、請求項４に記載の照明装置 。 　　
【請求項６】
　前記光反射部は、一端が前記発光モジュールと垂直方向に重畳する位置よりも前記光ガ
イド部材の中心側に位置する、請求項５に記載の照明装置。 　　
【請求項７】
　前記ベゼル部は、前記光ガイド部材の上面に隣接する前記光反射部の他端から延長され
、
　前記光ガイド部材の外縁部と前記光透過性印刷回路基板の外縁部とを内側に収容する収
容部を有する、請求項５または請求項６に記載の照明装置。 　　
【請求項８】
　前記光ガイド部材の上部に配置される第２光学部材をさらに含む、請求項１ないし請求
項７のうちいずれか一つに記載の照明装置。 　　
【請求項９】
　前記光ガイド部材内に拡散部材をさらに含む、請求項１ないし８のうちいずれか一つに
記載の照明装置。 　　
【請求項１０】
　前記光ガイド部材は軟性の樹脂材質で形成され、 　
　前記光反射部は前記光ガイド部材の上面の上に樹脂材質で形成される、請求項１ないし
 請求項９のうちいずれか一つに記載の照明装置。 　
【請求項１１】
　透明材質のベース基材および前記ベース基材の上に導電性パターンが配置された光透過
性印刷回路基板と、 　
　前記光透過性印刷回路基板の外縁に配置されて発光素子を有する発光モジュールと、
　内部に前記発光モジュールが埋め込まれ、上面及び下面に光を出射する第１光出射面及
び第２光出射面をそれぞれ有する光ガイド部材と、 　
　前記光透過性印刷回路基板の下部に配置され、前記光ガイド部材の前記第２光出射面を
通して出る出射光の拡散度を高める光学部材と、 　
　前記光透過性印刷回路基板と前記光学部材の間に配置される光拡散パターンと、 　
　前記光ガイド部材の前記第１光出射面及び前記第２光出射面の外縁に配置され、前記発
光素子の上部に対応する光反射部とを含み、
　前記光透過性印刷回路基板の上面は前記光ガイド部材の下面と接触し、 　
　前記発光モジュールは前記光ガイド部材の前記第１光出射面及び前記第２光出射面の外
側に配置され、 　
　前記発光素子の発光面は前記光ガイド部材と接着されて前記光ガイド部材の内部方向に
光を放出し、 　
　前記光ガイド部材の上面方向と前記光透過性印刷回路基板の他面方向に発光する照明装
置。
【請求項１２】
　前記光ガイド部材は軟性の樹脂材質で形成され、
　前記光反射部は前記光ガイド部材の上面の上に樹脂材質で形成される、請求項１１に記
載の照明装置。
【請求項１３】
　対面する一対の前記発光モジュールを含む、請求項１１に記載の照明装置。
【請求項１４】
　請求項１ないし請求項１３のうちいずれか一つの照明装置を含む車両用ランプ。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施例は発光面の自由度を高めつつ、光の形状や立体感が変わる効果を具現で
きる照明装置構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　照明ユニットは、フラットパネルディスプレーに適用されるバックライトユニットや、
室内環境に用いる室内灯、または自動車の外部に設置される前照灯、フォグランプ、後退
灯、車幅灯、番号灯、テールランプ、制動灯、方向指示灯、非常点滅表示灯や、自動車内
部に設置される室内照明灯に多様に適用され得る。このような照明のほとんどは、光を提
供する光の伝達を効率化する導光板などの部材を適用して面光源の輝度の側面からアプロ
ーチする方式がほとんどである。
【０００３】
　車両照明の場合、最近高い光効率を具現するＬＥＤを光源とする傾向に発展しており、
これは面照明形態の車両照明の場合にはＬＥＤパッケージを光源として用いる頻度が非常
に高くなっている。しかし、ＬＥＤパッケージを光源として用いる場合、高い光量を必要
とする場合や面発光のために発光面を担当する光素子の個数が必然的に多くなり、このよ
うな多くのＬＥＤパッケージの適用はコスト的な側面や放熱の問題、車両の曲率箇所や狭
小空間などによる素子間の回路の具現に問題が多く、高費用低効率につながる致命的な短
所が存在するようになる。特に、限られた空間に配置される車両照明の場合、多様なデザ
インの要求が多くなっており、最近では特定形状の光に立体光（３Ｄ）を具現しようとす
る需要が増えている。
【０００４】
　　また、デザインの自由度を高められる構造に対する必要度が高まっており、このよう
な関心は発光面を一方向に限定しない照明に拡張されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の実施例は、前述した問題を解決するために案出されたものであって、特に光出
射面を一方向に限らず、双方向に光が出射する構造の照明を具現して光出射方向によるデ
ザインの自由度を高めることができるようにする照明装置を提供できるようにする。
【０００６】
　また、双方向の発光構造で光のイメージが深み感とボリューム感を有する立体光に具現
され得る照明装置を提供できるようにする 。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前述した課題を解決するための手段として、本発明の実施例においては、一面と前記一
面に対向するする他面に光出射面が具現される光ガイド層；前記光ガイド層の内部に埋め
込まれ、前記光ガイド層の光出射面の外角に配置される発光モジュール；及び前記発光モ
ジュール内の発光素子を実装し、前記光ガイド層の下部に配置される光透過性印刷回路基
板；を含む照明装置を提供できるようにする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の実施例によると、特に光出射面を一方向に限らず、双方向に光が出射する構造
の照明を具現して光出射方向に係るデザインの自由度を高めることができるようにする照
明装置を具現できる長所がある。
【０００９】
　さらに、本発明の実施例によると、双方向の光出射面を有する光ガイド部材の光出射面
に対応する位置に突出光学パターンが形成された光学部材を具備することによって、視野
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角に応じて光の形状や立体感が変わる効果を具現し、これを通じて、審美感が向上した照
明装置を提供できる効果及び多様な種類の照明装置に応用して適用が可能な利点を有する
。
【００１０】
　それに加えて、、発光モジュールから出射する出射光を立体光に具現すると共に面光源
のイメージを具現できるので、別途の外部レンズ構造物を除去して照明装置の構造の簡素
化を具現することができる。
【００１１】
　また、本発明の実施例によると、具現可能な光の長さや太さ、形状を制御して光自体の
立体感が感じられるようにすると共に、構造上において光をガイドする部材を樹脂層を利
用して光を誘導するようにすることによって、装置自体の柔軟性を確保して多様な装備や
箇所に効率的に設置できることはもちろん、光効率を高めて発光ユニットの数を削減でき
る効果、照明装置の全体的な厚さを薄型化できる効果を有するようになる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施例による照明装置の要部を図示した断面概念図である。
【図２】図２は、本発明の他の実施例による照明装置の構造を図示したものである。
【図３】図３は、本発明の他の実施例による照明装置の構造を図示したものである。
【図４】図４は、本発明の他の実施例による照明装置の構造を図示したものである。
【図５】図５は、本発明の他の実施例による照明装置の構造を図示したものである。
【図６】図６は、本発明の他の実施例による照明装置の構造を図示したものである。
【図７】図６による立体光のイメージを例示したものである。
【図８】前述した図１ないし図７の本発明の実施例による照明装置を車両用ランプに適用
したものを例示したものである。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下においては、添付した図面を参照して本発明による構成及び作用を具体的に説明す
る。添付の図面を参照して説明するのにおいて、図面符号に関係なく同一の構成要素は同
一の参照符号を付与し、これに対する重複説明は省略することとする。第１、第２等の用
語は多様な構成要素を説明するのに使用され得るが、前記構成要素は前記用語によって限
定されてはならない。前記用語は一つの構成要素を他の構成要素から区別する目的にだけ
使用される。
【００１４】
　図１は、本発明の実施例による照明装置の要部を図示した断面概念図である。
【００１５】
　図１を参照すると、本発明の実施例による照明装置は、一面と前記一面に対向する他面
に光出射面（ｘ１、ｘ２）が具現される光ガイド部材（１３０）、前記光ガイド部材（１
３０）の内部に埋め込まれ、前記光ガイド部材の光出射面の外縁に配置される発光モジュ
ール（１２０）及び前記発光モジュール内の発光素子を実装し、前記光ガイド部材の下部
に配置される光透過性印刷回路基板（１１０）を含んで構成され得る。すなわち、本発明
の実施例による照明装置は光ガイド部材の両面から光出射が行われるように具現できるよ
うにし、配置箇所でのデザインの自由度を極大化できるようにする。
【００１６】
　すなわち、前記発光モジュール（１２０）は、前記光ガイド部材（１３０）の内部に埋
め込まれる構造で収容され、前記発光モジュール（１２０）の光出射方向は前記光ガイド
部材（１３０）の内部を向くようになる。この場合、前記光ガイド部材（１３０）は、光
を拡散及び散乱できるようにし、光ガイド部材の両表面である光出射面（ｘ１、ｘ２）か
らそれぞれ面発光が具現できるようにする 。
【００１７】
　特に、本発明の実施例においては、前記光ガイド部材の他面に光透過性印刷回路基板を
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配置して両面発光が具現できるようにする。前記光透過性印刷回路基板（１１０）は、透
明材質のベース基板に導電性パターンが具現される印刷回路基板であり、本実施例におい
ては前記光透過性印刷回路基板（１１０）の光透過率が８０％以上に具現できるようにす
る。また、前記光ガイド部材（１３０）の一面の光出射面（ｘ２）を通じて出射する光強
度と前記他面の光出射面（ｘ１）を通じて出射する光強度とが異なるように具現されるよ
うになる。この場合、前記光ガイド部材（１３０）の一面の光出射面（ｘ２）に出射する
光の強度が他面の光出射面（ｘ１）を通じて出射する光強度より大きく具現され得る。
【００１８】
　前記発光モジュール（１２０）は、一つまたは多数の発光素子を具備することができる
が、最小限の費用を具現しながらも、光効率を確保し得る構造として一つの発光モジュー
ルに一つの発光素子を具備する構造を一例として挙げて説明する。前記発光モジュール（
１２０）に実装される発光素子は固体発光素子であり得、一例として、ＬＥＤ、ＯＬＥＤ
、ＬＤ（ｌａｓｅｒ　ｄｉｏｄｅ）、Ｌａｓｅｒ、ＶＣＳＥＬのうちから選択されるいず
れか一つの光源を適用することができる。本発明においては前記発光素子としてＬＥＤを
適用したものを用いて説明する。
【００１９】
　前記発光モジュールに実装される発光素子は、側面発光型（ｓｉｄｅ　ｖｉｅｗ　ｔｙ
ｐｅ）ＬＥＤを適用することができ、これは出射する光の方向がすぐ上部に直進するので
はなく、側面に向けて出射する構造の発光ダイオードを本発明の発光素子として利用でき
る。これによると、本発明の実施例による照明装置（１００ａ）は、側面型発光ダイオー
ドからなる発光素子（１２０）を直下型で光ガイド部材の内部に配置することになるので
、光の拡散及び反射機能を具現する光ガイド部材を活用して光出射面方向に光を拡散及び
誘導することによって、全体発光ユニットの個数を減少させることができるようになり、
照明装置全体の重さ及び厚さを革新的に減らすことができるようになる。
【００２０】
　前記光透過性印刷回路基板は、ベース基材の上に導電性パターンが具現される構造であ
って、柔軟性を有する基材を適用し得、基材自体で光透過度が８０％以上確保されるもの
を利用することが望ましい。一例として、アクリル樹脂、ポリスチレン（ＰＳ）、ポリメ
タクリル酸メチル（ＰＭＭＡ）、環状オレフィンコポリマー（ＣＯＣ）、ポリエチレンテ
レフタレート（ＰＥＴ）、ポリイミドフィルム（ＰＩ）のうちいずれか一つを適用するこ
とができる。さらに、前記導電性パターンはＡｇペーストをパターニングして具現される
回路パターンであり得、薄型の厚さでパターニングされるＣｕパターンを適用することも
できる。
【００２１】
　また、本実施例による照明装置は、前記光ガイド部材（１３０）と前記光透過性印刷回
路基板（１１０）の外縁部を内側に収容して支持するベゼル部（２００）を含んで構成さ
れ得る。前記ベゼル部（２００）は、前記光出射面の外縁に配置され得、前記発光素子の
配置箇所の上部に対応する光反射部（２１０）が前記光ガイド部材の中心部に突出するよ
うに具現され得る。特に、前記光反射部（２１０）は、反射材質であるＡｌ、ＰＣ、ＰＰ
、ＡＢＳ、ＰＢＴのうちいずれか一つを含んで成り得る。または、一般的な合成樹脂や金
属材質の内表面にＡｌ、ＴｉＯ２、ＣａＣｏ３、ＢａＳｏ４、Ａｌ２Ｏ３、Ｓｉｌｉｃｏ
ｎ、ＰＳのうちいずれか一つを含む反射物質がコーティングされる構造で具現され得る。
特に、前記光反射部（２１０）は、前記光反射部の末端が前記発光素子の光出射面（ａ１
）が配置された位置以上に突出（ａ２）する構造で具現され得る。これは発光素子から上
部に出射する光の経路を反射させて光ガイド部材の内部に再びガイドして光利用効率を極
大化できるようにするためである。それに加えて、前記光反射部は、前記光ガイド部材の
一面上に強い出射光で発生する樹脂材質で具現される光ガイド部材の上部面における劣化
現象であるホットスポット（Ｈｏｔ　ｓｐｏｔ）の問題を解消できる長所も具現されるよ
うになる。
【００２２】
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　それに加えて、本実施例において前記ベゼル部（２００）は、前記光反射部（２１０）
の一端から延長して折り曲げられる側面部と下面部を具現し、前記光ガイド部材と前記光
透過性印刷回路基板の外縁部を内側に収容するように収容部を具現する構造で形成するこ
とができる。このような構造は光出射面を確保しながらも、安定的な照明装置の構造を具
現できるようにする。
【００２３】
　前記光ガイド部材（１３０）は、車両ランプのハウジングや外部の照明装置が必要な狭
い箇所に自由に設計することを可能にするために柔軟性を有する樹脂材質で形成できるよ
うにすることが望ましい。特に、本発明の実施例においては発光素子が光ガイド部材の内
部に埋め込まれて発光素子の光出射発光面と樹脂材が密着しているので、高耐熱性の特徴
がさらに必要になる。したがって、本実施例においては、高耐熱性を有する紫外線硬化樹
脂やシリコン樹脂が適用され得る。他の例として、オリゴマーを含む紫外線硬化樹脂から
なり得る。より具体的には、前記樹脂層はウレタンアクリルレートオリゴマーを主原料と
するレジンを利用して形成され得る。たとえば、合成オリゴマーのウレタンアクリルレー
トオリゴマーとポリアクリルのポリマータイプを混合した樹脂を用いることができる。も
ちろん、これに低沸点希釈型反応性モノマーであるＩＢＯＡ（ｉｓｏｂｏｒｎｙｌ　ａｃ
ｒｙｌａｔｅ）、ＨＰＡ（Ｈｙｄｒｏｘｙｌｐｒｏｐｙｌ　ａｃｒｙｌａｔｅ）、２－Ｈ
ＥＡ（２－ｈｙｄｒｏｘｙｅｔｈｙｌ　ａｃｒｙｌａｔｅ）などが混合されたモノマーを
さらに含むことができ、添加剤として光開始剤（例えば、１－ｈｙｄｒｏｘｙｃｙｃｌｏ
ｈｅｘｙｌ　ｐｈｅｎｙｌ－ｋｅｔｏｎｅなど）または酸化防止剤などを混合することが
できる。このような混合物は高耐熱性が確保されることはもちろん、光の分散及び拡散効
果が極大化できるようにする点で有利である。
【００２４】
　図２は、本発明の他の実施例による照明装置の構造を図示したものである。
【００２５】
　図２を参照すると、基本的な構造は図１の実施例と同一であるが、光ガイド部材（１３
０）の上部または前記光透過性印刷回路基板（１１０）の下部に配置される光学部材（１
４０、１５０）をさらに具備する点で差異がある。光学部材（１４０、１５０）は光ガイ
ド部材の光出射面を通して出る出射光の拡散度を高めて光均一度を確保できるようにする
機能を遂行する。このために、前記光学部材（１４０、１５０）はシートやフィルム構造
のアクリル樹脂で形成され得るが、これに限定されるものではなく、これ以外にもポリス
チレン（ＰＳ）、ポリメタクリル酸メチル（ＰＭＭＡ）、環状オレフィンコポリマー（Ｃ
ＯＣ）、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、レジン（ｒｅｓｉｎ）のような高透過
性プラスチックなど、拡散機能を遂行できるすべての材質を適用することができる。
【００２６】
　また、図３のように、光ガイド部材（１３０）の光出射面のうち、透過性印刷回路基板
（１１０）が配置された箇所の光学部材（１５０）の上には光拡散物質で具現される光拡
散パターン（１６０）がさらに具現され得る。これは光透過性印刷回路基板（１１０）を
経由して発散される光の強度と拡散を高めて、光の均一度を高めることができるようにす
るためである。
【００２７】
　それに加えて、光拡散度を高めるためには図４のように、光ガイド部材（１３０）の内
部に粒子構造の拡散部材（１３１）をさらに含んで具現され得る。前記拡散部材（１３１
）は内部に中空（または空隙）が形成された多数のビード構造物が混合及び拡散した形態
でさらに含むことができ、このような拡散部材（１３１）は光の反射と拡散特性を向上さ
せる役割をする。例えば、発光モジュールから出射された光が光ガイド部材（１３０）の
内部の拡散部材（１３１）に入射するようになると、光は拡散部材（１３１）の中空によ
って反射及び透過されて拡散及び集光されて光収容層の上部に出射するようになる。前記
拡散部材は、シリコン（ｓｉｌｌｉｃｏｎ）、シリカ（ｓｉｌｉｃａ）、グラスバブル（
ｇｌａｓｓ　ｂｕｂｂｌｅ）、ＰＭＭＡ、ウレタン（ｕｒｅｔｈａｎｅ）、Ｚｎ、Ｚｒ、
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Ａｌ２Ｏ３、アクリル（ａｃｒｙｌ）のうちから選択されるいずれか一つで構成され得、
粒径は１μｍ～２０μｍの範囲で形成され得るが、これに限定されるものではない。
【００２８】
　または、本発明の実施例による他の構造を図５を参照すると、前述した光学部材の代わ
りに、前記光ガイド部材の一面及び前記光透過性印刷回路基板の一面と密着する光拡散樹
脂層（１７０、１８０）を具現する構造で具現することができる。もちろん、その他の光
ガイド層及び発光モジュール、光透過性印刷回路基板の構造は図１の構造と同一である。
これは光拡散樹脂層（１７０、１８０）で具現される階は光の拡散効果を具現することが
でき、構造的に光ガイド部材と密着力が強いため、安定性を確保できるという点で長所が
具現される。それに加えて、光拡散樹脂層の内部にも前述した図４においての拡散部材を
追加できるようになるので、光の均一度（ｕｎｉｆｏｒｍｉｔｙ）を確保できるようにす
ることにおいて非常に有利になる。もちろん、図５に図示されたように、光ガイド部材の
内部にも拡散部材（１３１）が含まれ得ることは図４の実施例で前述したのと同一である
。
【００２９】
　図６は、図２において前述した本発明の実施例の変形構造であって、光が図６に図示さ
れたように、光出射面に形成されるイメージが光ガイド部材の深さ方向に進行するような
深み感と立体感を具現できるようにする点で差異がある。このため、前記光ガイド部材（
１３０）の一面または他面上に光学部材（３１０、４１０）の表面に前記光出射面の方向
に突出する突出型光学パターン（３２０、４２０）が具現される光学部材を配置できるよ
うにする。この場合、前記突出型光学パターン（３２０、４２０）は前記光ガイド層の光
出射面が配置される方向の光学部材表面に形成され得る。このように単純な面発光ではな
く、突出光学パターンが形成された光学部材を具備することによって幾何学的光パターン
を形成させて視野角によって光の形状や立体感が変わる効果を具現できるようになる（図
７参照）。
【００３０】
　前記突出光学パターン（３２０、４２０）は、透明基材（４１０）の表面に突出するパ
ターンの断面が多角形構造であって、全体的にはライン型パターンで具現されたり、また
は多数の単位プリズムレンズパターンを具備したプリズムシート、マイクロレンズアレイ
シート乃至レンチキュラーレンズシートのうちいずれか一つまたはこれらの組合せにより
具現され得る。
【００３１】
　本発明の実施例によると、前記光ガイド部材を柔軟性を有するレジンで具現して従来の
導光板が占めていた厚さを革新的に減少させることができるようになり、全体製品の薄型
化が具現できるようになり、透明印刷回路基板を用いて光出射面が両方向に具現できるよ
うになるので、設置箇所の屈曲面にも容易に適用できる利点、デザインの自由度を向上さ
せることができる利点及びその他の車両照明やフレキシブルディスプレーにも応用して適
用が可能な利点を有するようになる。
【００３２】
　図８は、前述した図１ないし図７の本発明の実施例による照明装置を車両用ランプに適
用したものを例示したものである。
【００３３】
　図８を参照すると、本発明の実施例よる照明装置（１００ａ）は軟性回路基板及びレジ
ンを利用した光ガイド部材が適用され、それ自体が一定の柔軟性を有するようになる。そ
れに加えて、また両面発光型構造を具現して形成されるので、デザインの自由度が高くな
る。したがって、図８に図示したように屈曲が形成された車両用ヘッドライトハウジング
にも容易に装着でき、これによって、ハウジングと結合した完成品のデザイン自由度を向
上させることができる効果及びデザイン自由度の向上にもかかわらず、均一な輝度及び照
度を確保できるという効果を収めることができるようになる。
【００３４】
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　特に、前述したように、非常に狭い空間で具現されても、光の混合を具現して 光幅を
拡張できるようになり、これは発光素子と図７のように深み感を有する立体光のイメージ
との空間を最小化する構造で具現することもできる。
【００３５】
　前述したような本発明の詳細な説明においては、具体的な実施例に関して説明した。し
かし、本発明の範疇から外れない限度内においては様々な変形が可能である。本発明の技
術的思想は本発明の前述した実施例に限定して定められてはならず、特許請求の範囲だけ
でなくこの特許請求の範囲と均等なものなどによって定められなければならない。

　

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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